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Cefdinirの 臨床的検 討

山 作 房 之 輔1)・ 鈴 木 康 稔 ・宇 野 勝 次2)

水原郷病院内科*・薬剤科2)
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Cefdinir(CFDN)を 肺炎4例,2次 性呼吸器感染症3例,急 性腎孟腎炎2例,急 性膀胱炎1例,

計10例 に使用 した。使用法は200mg1日3回 内服5例,100mg1日3回 内服5例 である。臨床効果 は

9例 に有効で,感 染性肺嚢胞 の1例 は無効であった。分離 した起炎菌5株 中4株 は除菌されたが,

Haemophilus influenzae1株 は残存 した。副作用 としては食欲不振1例,臨 床検査値異常 としては

GOT,GPT上 昇が1例 認 められた。
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Cefdinir(CFDN)は グラム陽性菌,グ ラム陰性桿菌に対 し

て良好な抗菌力を有し,血 中濃度半減期の長いoxime型 経口

cephem剤である1)。私どもは10例の各種感染症患者に本剤を

使用して,その有用性を検討した。

I. 対象 と使用方法

対象は1987年9月 か ら1988年2月 までの間に水原郷病

院内科で診療 し同意の得られた患者10例 で,外 来3例,

入院7例 である。年齢は22歳 か ら85歳,体重 は47.5～69.0

kgで,男6例,女4例 である。感染症の内訳 は肺 炎4

例,2次 性呼吸器感染症3例,急 性 腎孟腎炎2例,急 性

膀胱炎1例 の計10例 で,軽 症6例,中 等症4例 であ る。

投与法は100mg(力 価)カ プセル を使用 し,200mgず つ1

日3回5例,100mgず つ1日3回5例 で,す べて食後約2

時間に内服 させた。併用薬は全例投与 されなか った。

臨床効果判定は自他覚症状 と検査所見の改善 を指標 と

して,3日 以内に改善 した場合を著効,1週 間以内に改

善した場合を有効,改 善に1週 間以上要 した場合をやや

有効,改 善のみられない もの を無効 とした。

II. 臨 床 成 績

概要はTable 1に 示 した。臨 床 効 果 は9例 に は有 効 で

あったが,感 染性 肺 嚢胞 の1例 には 無効 であ っ た。 細 菌

学的効果 はStreptococcus pneumoniae1株 とEscheri-

chia coli3株 は 消 失 し た が
,肺 炎 か ら分 離 さ れ た

Haemophilus influenzae1株 は存 続 した
。

III. 臨床 分 離株 の 薬 剤感 受 性

患者か ら分 離 され た 起 炎菌 は5株 で あ った が106と108

cfu/ml接 種時 のMICをTable 2に 示 した
。本 剤 の抗 菌

力 をcefaclor(CCL),cefadroxil(CDX)と 比 較 す る と

グ ラ ム陽 性 菌,陰 性 菌 の 双 方 に対 して 優 れ,cefixime

(CFIX)に は グ ラ ム 陽 性 菌 に 対 し,amoxicillin

(AMPC)に はグ ラ ム陰 性 菌 に対 して優 れ て いた。

IV. 副作 用,臨 床 検 査値 異 常

臨床 的 な副 作用 として は軽 度 の 食欲 不 振 を1例(NO.6)

に認 め た。 本症 例 は肺 気腫 二 次感 染 で投 与9日 目 に食欲

不振 を訴 えた た め投 与 を 中止 し注射 剤 に変更 した。対 症

療法 として エ クセ ラー ゼ(R),プ リ ンペ ラ ン(R)を 服 用 させ

た とこ ろ2日 後 に消失 してお り,治 療 当初 胃症状 は な く,

発 現 時 感 染症 状 は軽 快 して い た こ とか ら本 剤 に よる もの

と思 わ れ た。CFDN使 用 前後 の 臨床 検 査 値 はTable 3に

示 した が,臨 床 検 査 値 異常 としてGOT,GPTが 上 昇 し

た症 例7にcephem剤 の 遅 延 型 ア レ ル ギ ー に 対 し て 高

い陽性 率 を示 すLeucocyte Migration Inhibition Test

(LMIT)2)を 実施 し,本 剤 との 関連 を検討 したが,本 剤

と と もにcefotiam(CTM)とceftizoxime(CZX)に も

陽性 で,本 剤 に よ る もの と考 え られ た 。症 例3と4は ア

ル コ ール 性肝 炎 で,本 剤 使 用 前 か ら一部 の肝 機能 に異 常

を認 めて お り,使 用後 の 検 査値 上 昇 は本 剤 とは無 関 係 で

あ る。

V. 考 察

経 口cephem剤 は7位 側 鎖 にaminobenzy1基 を有 す

る第1世 代 型cephem剤 が永 年 用 い られ て きたが,7位

側 鎖 にaminothiazolylmethoxyimino基 を もつ 第3世

代 型 のCFIX,cefteram pivoxil(CFTM-PI)な らび に

cefpodoxime proxetil(CPDX-PR)が 開発 され,グ ラ

ム陰 性 桿菌 に対 す る抗 菌 力 が格 段 に強化 され た 半面 ,ブ

ド ウ 球 菌 に 抗 菌 力 が 及 ば な く な っ た。 こ の た め,
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Table 1. Clinical results of CFDN treatment

Table 2. MICs of CFDN and some oral g-lactam antibiotics against isolated causative organisms

CFIX: cefixime, CCL: cefaclor, CDX: cefadroxil, AMPC: amoxicillin
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Table 3. Laboratory findings bef are and after treatment with CFDN

B: before, A: after, * during

aminothiazo1基 を7位 に もち,グ ラム陰 性 桿菌 とと もに

ブ ドウ球 菌に対 して も強 い 抗 菌力 を示 す 新 し い経 口ce-

phem剤 が開発 された。CFDNも その 中 の 一 つ で7位 側

鎖 にaminothiazolylhydroxyimino基,3位 側 鎖 に は

vinyl基 を有 して い る。 著者 の試 験 成 績31に よれ ば100mg

内服時 の血漿 中 濃 度 の ピー ク は3～5時 間 後 に あ って

0.55～1．03μg/mlで10時 間 後 の 平 均 血 漿 中 濃 度 は0.08

μg/m1で あ った。血 中濃度 半 減期 は0.84～1.28時 間,12

時間後 までの平均 尿 中回収 率 は30.5%で,第3世 代 の経

口cephem剤 に比 較 して 遜 色 な い 体 内 動 態 を示 して い

る。

私達 は呼 吸 器 感 染 症 に対 し て は 病 態 に 応 じ て1回

100～200mg,尿 路 感染 症 に は1回100mgず つ1日3回 内服

させたが,臨 床効 果 は後 でclindamycinが 有 効 で,恐 ら

く嫌気性菌感 染 と思わ れ た感 染性 肺 嚢 胞症 の1例 を除 く

9例 に有効 であ った。起 炎 菌 を分 離 した症 例 は5例 あ り,

細菌学的効果 として は臨床 的 に は有 効 で あ っ た85歳 の肺

気腫 に合併 した肺 炎 のH.influenzaeが 除 菌 で き な か っ

たが,他 の4例 で は除菌 され た。Table 2に 示 した よ う

に除菌 されな か ったH ,influenzaeに 対 す るCFDNの106

接 種 時 のMICは0 .39μg/mlで,CFIXのMICの0.05

μg/mlに 比 較 す る と8倍 高 く,一 方,除 菌 さ れ たS.

pneumoniaeに 対 す るMICはCFDN 0.2,CFIX3.13

μg/mlと 抗菌 力 は逆 に な って お り,呼 吸 器感 染 症 に対 し

て 本 剤 を選 択 す る際 には起 炎 菌 に対 す る慎重 な配 慮 が必

要 と思 われ た。

CFDNとCFIXは 類 似 の構 造 を有 す るがGOT,GPT

上 昇 を 認 め た 症 例7に 実 施 し たLMITはCFDN,

CTM,CZXに 陽性 で,CFIXに は陰 性 で あ っ た。本例 の

遅延 型 ア レル ギー には7位 側 鎖 が関 与 して い る と考 え ら

れ た が,CFIXのcarboxymethoxyの 部 分 が,陽 性 に

な っ た3剤 との交 叉 を妨 げた もの と推 定 され た。
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CLINICAL STUDY ON CEFDINIR
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefdinir (CFDN), a new oral cephem, in 10 patients. CFDN
was administered to 10 patients (4 with acute pneumonia, 3 with secondary respiratory infection, 2 with acute

pyelonephritis and 1 with acute cystitis) in daily doses of 300-600 mg between meals for 5-19 days. Clinical
response was good in 9 and poor in 1 with infectious pulmonary cyst. Four of the 5 strains of causative
organisms isolated were eradicated and 1 strain of Haemophilus influenzae persisted. As clinical side effect
and abnormal laboratory finding, anorexia in one case and elevation of GOT and GPT in another were
observed.


